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サポセン通信 43号 目次 

・サポートユニオン with ＹＯＵ 高校生への労働問題「出前授業」レポート   １ページ 

・いこ☆る オンライン記念講演「移民女性の暮らしと労働の今」案内      ８ページ 

 

しごとより、いのち みんなを信頼して働こう！ 

ユニオンが高校生に出前授業 
 大阪府北部地域で活動を進めている「サポートユニオン with ＹＯＵ」(大阪府茨木市)はサポセン大阪

との協働事業として近隣地域の高校生に労働問題に関する出前授業を６年前から行っています。サポー

トユニオン with ＹＯＵから１２月８日大阪府立春日丘高校定時制（茨木市春日）の４年生、今年１月

１８日大阪府立福井高校（茨木市西福井）の１年生を対象に実施した出前授業の取組みについて教材資

料を紹介とともに報告レポートが寄せられましたので掲載します。また昨年１０月９日に出前授業を受

講した大阪府立阿武野高校（高槻市氷室町）の３年生の感想文を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春日丘高校定時制（2023/12/18） 

・府立春日丘高校定時制の課程の卒業を控えた４年生の生徒を対象に 

「みんなを信頼して働くこと」をテーマに出前授業を行いました。 

 

・その日出席していた１３名のうち１０名以上が昼の時間に 

アルバイトをしている生徒でした。 

〒530-0041 大阪市北区天神橋 2-2-9 

  プラネット南森町ビル 8 階 

電話  06-6352-3400  FAX 06-6352-3401 

  メール  saposen-osaka@lemon.plala.or.jp 

  ホーム http://www.saposen-osaka.org         
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・ユニオンは、ハラスメントや解雇、労働環境など会社や法人と団体交渉して改善のために運動してい

るが、一人親家庭の経済的に苦しい親たちの願いを受けて、その子どもたちの学習サポートしているこ

とも話し、是非、この活動のサポートもしてほしいとお願いしました。 

 

・生徒たちにとっては、昼ごろからのアルバイトのあと夕方からの授業は辛いと思いますが、全員真面

目に参加してくれました。 

 

・最初に、アルバイトであっても働くときには契約期間、賃金、労働時間、休暇、社会保険のことなど

が書かれている労働契約が必要だということを説明し、この契約書をもらっていない生徒が２名いまし

たが、他の生徒から「俺もらったけど、お前なくしたんちゃう」と言う打ち解けた雰囲気で授業がすす

みました。 
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・続いて、非正規労働者のことについて説明し民間で４０％２０００万人、公務員で５０％もいること

についてびっくりしていました。 

 

・転職経験のある人は３０代で二人に一人、６０代では１０人中一人しかいないことにも驚いていまし

た。ただ、転職するケースでは会社に不当に解雇される場合は納得いくまで話し合いをする必要がある

が、辞めざるを得ない状況になれば国が再就職制度をつくっておかなければならないし、リスキリング

の補償やワーキングホリデーを使って新たな仕事を切り開いていかない時代でもあることを話しまし

た。 

 

・授業の後で、過労死、過労自死の説明では労働基準監督署に年間３０００件ほどの申請があるが８０

０件ほどしか認定されていないことに疑問を持った生徒がいたようですので、長時間働いた実績のメモ、

ハラスメントの録音などが証拠になるので記録の必要を伝えてもらうようにしました。 

 

・このような長時間労働やハラスメントが起こらない職場をつくることが大切で、そのためには、一人

ひとりが働く人たちと信頼関係をつくり、憲法２８条に示されているように仲間とともに団結し、労働

条件や社会を改善するために交渉することの必要性を話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・その後、アルバイトやハラスメントのことで困ったことを振り返ってみようということで生徒数人の

小グループで話し合いを持ち、発表してもらいました。その中で、テストの期間中に交代要員がないと

休めないとか、アルバイトにも有給休暇があることを知らなかったこと、休むことを伝えると誰と遊び

に行くのとセクハラされたとの声もでました。これには生徒みんなが驚いていました。 

 

・ユニオンスタッフの堀切哲さんが自らの仕事の体験を話し、新しい携帯電話の販売の際に、インター

バル（終業から次の始業までの時間）が 6時間ほどしかなかったとき、夜の駅のホームでフラフラして

線路に飛び込みそうになったことから、過労自死一歩手前だったということを伝え、自分のからだを守

ることを第一に考えなければならにと伝えました。 

 

・最後に、無理して働き続ける必要はないけれど、自分自身を守り、楽しい仕事を続けていくには、仲

間とともに良い職場をつくっていかなければならないし、必要になれば「ストライキ」も大切だと説明
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しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学校紹介で就職する生徒が多く、紹介された会社を辞めると高校に迷惑がかかったり、次に就職する

後輩も困るので辞められないのではないかと言うことです。これから、そういう風に取られないように

していかなければならないと先生がたがおっしゃっていました。 

福井高校（2024/1/18） 

・１月１８日、福井高校武道室で１年生を対象とした出前授業を行いました。「私たちはなぜ働くのか

“しごとより、いのち”をテーマにしてスタッフ３人で１時間のお話をしました。今年度の高校出前授

業は３校目になりますが、福井高校では２年ぶりの授業になりました。 

 

・私たちの組合の紹介、労働組合が再評価されている事情から始まり、働く前に知ってほしい労働基準

法に守られていることや労働事情（正規、非正規労働）。 

 

・宝塚歌劇の事例を参考にした長時間労働、過労自死、パワハラなどの労働問題紹介しながら高校生の

アルバイトの困りごとを考えました。最後に就職、アルバイト体験を踏まえて仕事にやりがいを持ち続

けるための課題を示し、一人で抱え込まない仲間づくりや組合などの存在を知って関係を持つことの大

切を訴えました。 
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・福井高校は総合学科高校として２０１５年から改編され現在は「日本語指導を必要な帰国生徒、外国

人生徒選抜」を実施して毎年１５人前後の渡日生徒を受けている公立高校です。 

 

■阿武野高校の生徒たちの感想 

※阿武野高校の人権担当の先生から送ってもらった生徒の感想文をすべて載せました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私もアルバイトをしているけど、最低賃金が低いなといつも思っている。バイトでよく 13～21 時ま

で入ることがあるけど、ちゃんと休憩があるので労働基準法を守っていてよかったと思う。男性と女性

のお給料が違うのは大変だと思ったし、なんでそこで違いが生まれるんだろうと思った。私が社会人に

なったときに、同じ年に入社した男の人とお給料が違っていたら嫌だし、男性も良い気持ちにはならな

いと思う。私が社会に出て働くようになった時には男女のお給料が一緒だったらいいなと思った。 

 

・５時間のバイトでも、疲れたなとかしんどいなと思うのに、朝早くから仕事行って、夜まで働いてい

る人を尊敬するし、ありがたいなと思った。また、しんどい仕事をしている中、真面目に働いてキャパ

オーバーして自死してしまう人があんなに多くいるなんて知らなかった。皆、抱え込んでいるんだろう

なと思いました。 

 

・高校卒業してから２割３割の若い人が、50 歳になっている人は 50％の人が、退職する年齢になった

ら 90％の人が退職、転勤を経験していると聞いて、思っていたより割合が多くて驚きました。1年で 5000

人程度の人が過労死・過労自殺をしている人がいる現状がおそろしいと思いました。そうなる前に身の

回りの人に相談することが大切だと学ぶことができたのでよかったです。 

 

・今回の話で、労働について知らなかったことや、私が思っていたより過労死の割合が多いことを知る

ことができました。その中でも転職経験をしていない割合が 65歳以上の人は 1.9％とほとんどの人が転

職をしたことがあるという事実にびっくりしました。半分ぐらいは転職していないと思っていました。

もし私が仕事で困ったことがあれば相談しようと思います。 

 

・体力面だけでなく、やりがいのある仕事じゃないと精神面でも大きなストレスになり、過労死につな

がってしまう。だから、自分が何をしたいのか、それができるのはどんな仕事か、その仕事に実際就い

たとき、どんなところにやりがいがあるのか、常に自分の心に聞いてあげるべきだと感じた。 
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・労働基準法は何か知っていたけど、詳しい内容は知らなかったので知れてよかった。日本はストライ

キがすくないことから、不満を周囲に伝えられていない現状であることが分かったので、家族・友人な

どに伝えてストライキを起こすことも大切だと思った。市役所以外にも相談できるところがあるのは安

心した。仕事はやりがいをもって働くことで働きやすい環境であったり、仕事しやすくなるのかなと思

った。 

 

・スライドの作りがとてもわかりやすく頭の中にスッと入ってきました。私は将来、介護士として働き

たいと思っています。なので３Ｋを聞いてものすごく納得しました。３Ｋへの思いを抱えている中、給

料が少ないと聞くと働く気がうせるなと思いました笑。しかし、自分がやりたい仕事なので、文句も言

ってられてないなと思いました。本日は本当にありがとうございました。胸の中にしまっておきます！ 

 

・非正規雇用が多く、ひとり親家庭等では手取りで手元に残る金額が少なくなるから、とても苦しいん

だなと思った。一人でも多くの人が経済面で苦しむことなく暮らせたらいいなと思った。 

 

・私には少し難しい内容でしたが、アルバイトをしているのですごくためになるお話だなと思いました。

将来、保育士になりたいと思っているので、給料だったり職場環境について、少し不安になりましたが、

もし何かあったら周りの人に相談しようと思いました。 

 

・もし、将来自分が就職して、会社に不当に扱われたときは、今日の話を思い出して、泣き寝入りせず、

労基や労働組合などの相談窓口を利用しようと思った。本日は闘い方を教えていただき、本当にありが

とうございました。 

 

・労働のことでたくさん知れてよかったです。知らないことも多かったけど、今回のことを知って働き

すぎはよくないと思ったし、過労死のレベルまでいってしまったらもう遅いから気づいたときに早めに

誰かに相談するべきだと思いました。一人でも過労死で亡くなる人が減ったらいいと思いました。 

 

・今回の講演で今まで知らなかったことを知ることができました。転職経験のない人の割合が 30～34歳
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になると、約 50％となることに驚きました。60歳には、ほとんどの人が転職経験があるので、私もいず

れは転職することになるのかなと思いました。これからは仕事がＡＩに置き換わっていくから、定年ま

で働くのはどんどん厳しくなっていきますね。また、過労死、過労自死が約 500件、認められていない

ものも含めると約 5000 件あるということにも驚きました。働く際には、時間にも注意して働きたいで

す。日記をつけるといいと聞いたので、働くときには、日記をつけて、何かおかしなことがあった際に

は、しかるべき場所へ相談したいと思います。 

 

・今回の講演を通して、日本の労働環境の現状を知ることができ、今の日本の解決すべき課題の一つと

して、労働問題は重要視されるべきだと思いました。自分のやりたい仕事に就きたいという思いがある

中で、自分が生きていくために仕事を選ぶことができない、その上ハラスメントなど職場で不当な扱い

を受けている人がいるという現実に目をそむけるのではなく、少しでも多くの人がストライキなどの行

動に移すことが、日本の労働問題の解決に近づくと思いました。 

 

・昔と違って転職する人が多いのは知っていたけど、半分を超えているとは思ってもみなかった。これ

からバイトを始めるかもしれないから、タイムカードの話は参考になり、もし違法だと思ったら、近く

の大人に相談しようと思いました。命を捨てる前に仕事で辛くなったらヘルプを出すことが大切だと思

いました。 

 

・私の父が映画業界で仕事をしていて忙しい時期は朝６時に出て夜 12 時を回って帰って来る時があり

「仕事きつい」「やめたい」と時々言っていますが、愚痴を言えるだけマシなのでしょうか。以前、仕事

の手伝いをしたとき、職場の人とは良好な関係なようなのでそこだけが救いです。 

 

・私が初めてバイトしたところが焼き肉店でそこが１５分単位で給料が発生するところで、自分は世間

知らずだったし、バカだからなんでだろーと思ってただけだったけど、だめだと知ってよかった。１分

１秒遅れただけで約２５０円損しているとは知らなかった。とてもためになる話を聞けてよかった。来

年から仕事頑張ります。 

 

・過労死とか過労自殺の言葉や意味は知ってたけど、３Ｋとかストライキとか労働災害など、意味は知

らなかったので知れてよかったです。正直この話を聞いても４年後とかやから大丈夫やろうと思ってた

けど、聞いとくべき話やなと思いました。 

 

・名前や時間帯などなんとなく知っていたけれど、くわしくは知らなかったので、１週間４０時間と法

で決められていることだったり、３Ｋという名前があることを知って驚きました。今働いているバイト

先は全くブラックでもなく働いてしんどいと感じたことはないけれど、これからもししんどく感じたり、

働いてておかしいなと思った点があれば相談しようと思います。 

 

・過労死などかなり重い話をしていたが、先生や生徒も巻き込みながらなるべく楽しく工夫されて話さ

れていたように感じました。我々は卒業しますが、ぜひ来年以降も阿武野高校に講演に来てください。

よろしくお願いします 
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サポセン大阪の団体会員の「働く女性の人権センター いこ☆る」の講演を案内いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


